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「戀」する潘岳 ―漢魏西晋詩歌に見える「戀」字
と潘岳「悼亡詩」について

































































『釋名』 『方言』 と った後漢までの字書類にも収められて ない。「戀」字の用例として、管見 限りで最も早いのは――こ にはまた考えなければならな 問題があ ようには思わ るが ―、『史記』范雎蔡澤列傳に見える「戀」字を重ねた「戀戀
３
」とい








































 『楚辭』遠遊篇に見える「舊故を思う」という表現を、王逸が「朋友を戀慕し、兄弟を念うなり」と注解してい これは、 「戀」と「慕」とが共有する字義 基づいて、連文的に用いたものと考えられ、 『玉篇』が「戀」 「慕 解くゆえんの一つとなっているかも知れないものである。
 
 
儒家経典や先秦諸子に用例がなく、 『史記』 に 「戀戀」 の一例 （ 『漢
書』に二例）を認めるものの、後漢までの字書は収めない、とう「戀」字をめぐる状況は、 「戀」字が漢代に っ から成立したとい 推測に向かわせ ものである。このことは、次章で考察を試みる詩歌作品 おけ 「戀」字の用例に関しても同様のことを指摘し得
４
。やはり、 「戀」は少し遅れてきた字であるようだ。
ところで、 「戀」 字はどのような要請の とでどうやって生まれてきたのだ うか。
 











































































一つの可能性として、 「手でつながる、 手でひっかける」 意の 「攣」




































































る。これは、寄る辺なき者の、望んでも視界に捉えることは叶わないが確かに存在す 、馴染み深 ものへの切なる想いと言い換えることもできよう。 李陵録別詩二十一首」 の一首であるとされる
８
ものに、 「依依として明世を戀い、愴愴として久しく懷い難し



















































































































て見ることのできない故郷へ 想い、郷愁を表すものとして用いられるようになったのであった。 このことは、 右に掲げた楽府 「長歌行」古辞と句を共有する曹丕の「明津に於いて作る」詩
１２
の存




































この「燕歌行」にも遊子が「故郷」を「戀」うる心情が詠われているが、ここでは空閨の妻の想い、すなわち、本来自らがいるべき場所＝故郷へ回帰せよという想いと重ねられて表出されている。ただ存在するだけで空っぽな故郷などありはしない。本来いるべき場所には共にいるべき存在がいるもので る。さきほど一句を借りた唱歌の「旅愁」は、 「恋しやふるさと」の句に続けて「なつかし父母」と唱うが、人情の発露と て自然 ものである。 燕歌行」では「戀 字は直接には「故郷」に向けられているが 「戀」字を漢詩から引 継い 三国魏の詩人たちは、故郷とと に、そこにいる家族を想うのに「戀」を用 ようになる。冒頭で触れた王粲の「從軍詩」には、 親戚」 （家族）を恋うる感情 「鄴城」（帰るべき場所）を思う気持ち が詠み込まれている
１３
。特定の

























































































































 く「戀」 うる対象である「故」 郷に帰り得ないことに因っている。白居易がいみじくも「新豐の折臂翁」に詠ずる
１８
ように、従軍し




































子を戀うるをや（一身不自保、何况戀妻子） 」というものがある。この詩において、どうしようもない焦燥感と もに用いられ「戀」字が向けられてい のは「妻子」である。これまでも「戀」字を用いて家族を恋うる情は詠じられてきたが、この表現には、自身を見つめる視線が詠み込まれていることによって、一般化される前の具体性があるように感じら る。また
嵇
康の「思親詩」


















































































































































































































































































































と『漢語大詞典』に最初 挙げられて るのは 『樂府詩集』清商曲辞一の子夜四時歌夏歌四に見える「春別れて猶お眷
２７
戀す（春











もくれずに、 潘岳が一心に愛情を注いだとされる楊氏への想いを、詩歌作品の中 知ろうとすれば、 「戀」 字こそ用いられていな
３０




























の詩家によって「悼亡詩」が潘岳の詩歌作品の代 作と見なされてきたということについて異論 呈されることはないように思う。『晉書』の本伝に「辭藻絶め 麗しく、尤も善く哀誄の文を爲る（辭藻絶麗、尤善爲哀誄之文） 」とあるのは、唐初に『晉書』が編まれるまでの潘岳評を概括し、その後の評価にも一定以上の影響を与えたものと考えられる。 興膳宏氏が言われ よう 、 「ひたすらな悲哀の流露を特色とする潘岳の文学がもっ も得意とした領域、それは人 死を悼む哀傷 詩文 あるとするのが、古来の定評であった」
３３
のであり、 「悼亡詩」はその典型的作品であると










































































































 かつて楊氏がいた空間に入っても、 「帷屏」 に面影が見出されることはなく、 「翰墨」の跡形が遺されているばかりである
３４
。当然
のこ ながら視線のうちに妻を捉えることは叶わない。何と言っても妻はもう死んでいるのであり、時の流 は巻き戻せるものではない。しかし、あることを契機として が常とは異なることもまたあるもので 。第十三・十四句の「未」 「猶」の両字に導かれるかのように、詩人は亡き妻の遺した衣から漂う芳香を聞き、妻がそこにいるかのような――これは決 て甘美なものとはならず いるかのように感じた分だけ苦い哀 みを増すのであるが――錯覚に囚われ ことにな この錯覚が詩人にとって心魂を鷲掴みにさ ような衝撃を伴っ いたことは、続く第十五・十六句に湧き出たかのごとくに列ねられる 悵怳 （ぼん














て、いわゆる「プルースト現象」として考え こ が理解しやすいものであろう。その一方で 匂い 妻の衣服から聞こえてきたものであることに注目してみ と この表現に関して、また少し別の面から考察することが可能であるように思われる。古来死者の魂を呼び戻す招魂儀礼において、死者の衣服は魂の「依代」として用いられたのであった
３７
。 『禮記』喪大記によれば、 「復」と








































































































































































































































































































































































































































常に両義的で、すぐさま「有る」 転じ得るのである。後漢末の乱世にあって際立った合理主義者 見えた、かの曹操にも、もし霊魂というものがあるならばと自問する とがあったと伝えらる
４４
のは、この問いがいかに拭いきれないものであるかをよく物




























































姻について触れた。君は娶るに際して、才を遺てて色を好んだのだ。そのような女性とはこれからもまためぐり逢えるだろう なぜそんなに哀しんでいるのか と。この問いかけは、平生の二人の間のやり取りを知る者からすれば、それほど意外で く、いつも ことと感ずる類のものであろう。彼ら 常に自分の主張を理屈に載せてぶつけ合う
４７
のであるから。ただ、今ばかりは、妻



























































                                        
































































































































































曹植の辞賦作品には、 「感節賦」や「懷親賦有序」 、 「慰子賦」
























































































































に余儀なくされたとはいいながらも、いくたびかの変節を重ねてきた潘岳だったが、身近な人々とりわけ妻子に注ぐ愛情は、常人以上に純粋だった。 」 （ 『潘岳
 
陸機』 （筑摩書房、一九七三年）一










































































・同「潘岳の伝記と文学（下） 」 〔 『魏晉詩壇の研究』 （朋友書店、
一九九五年）五四一―五六五頁〕
 































































ている過去の出来事）に限定した場合には、自伝的記憶は視覚的手がかりや聴覚的手がかりよりも嗅覚的手がかり（に い）で喚起され ことがもっとも多く、 かもその場合、記憶 内





























































































夫人姊妹讓之曰、 「貴人獨不可一見上屬託兄弟邪。 何爲恨 如此」 。夫人曰、 「所以不欲見帝者 乃欲 深託兄弟也。我以容貌之好得從微賤愛幸於上。夫以色事人者、色衰而愛氈、愛氈則恩
絕
。
上所以攣攣顧念我者、 乃 平生容貌也。 今 我毀壞 顏色非故、必畏惡吐棄我、意尚肯復追思閔錄其兄弟哉」 。及夫人卒 上 后禮葬焉。其後、上以夫人兄李廣利爲貳師將軍 封海西侯、延年爲協律都尉。
 










































こうしたものは、後世の想像の所産であるとすべきであろうが、白居易の新楽府「李夫人」 に「九華帳深夜悄悄、 反魂香降夫人魂。夫人之魂在何許、香煙引到焚香處」とあるのをはじめ、その由来はそれほど新しいものでもない。また、この「返魂香」の元になったのが『漢書』であるだけでなく、李時珍の『本草綱目』が西晋の張華「博物志」を引いて、西域将来 「返生神藥」な 香として「返魂香」を理解して はなかなか興味深い。必ずしも可能性が高いとは思われないが、 し、事実であるならば、潘岳





















































倉卒時或有格而不相得意。裴徽通彼我之懷 二家騎驛、頃 、粲與嘏善。夏侯玄亦親。常謂嘏・玄曰、 「子等在世塗間 功名必勝我、但識劣我耳」 。嘏難曰、 「能盛功名 、識也。天下孰有本不足而末有餘者邪」 。粲曰、 「功名者、志局之所獎也。然則志局自一物耳、固非 之所獨濟也 我以能使子等爲貴 然未必齊子等所爲也」 。
 
 












                                        
 
４９
 
例えば、 『老子』には、 「愚人の心」のまま「沌沌」たる「我」
が述べられ、 『莊子』には、知らぬままに「渾渾沌沌」たることの重要性が説かれている。
 
 
 
絶學無憂。唯之與阿、相去幾何。善之與惡、相去若何。……
 
 
 
我獨泊兮其未兆、如嬰兒之未孩、
儽儽
兮若無所歸。
 
 
 
衆人皆有餘、而我獨若遺。我愚人之心也哉。沌沌兮。
 
 
 
俗人昭昭、我獨昏昏 俗人察察 我獨悶悶
 
〔老子道德經
 
二十章〕
 
 
 
解心釋神、莫然无魂。萬物云云、各復其根、各復其根而不知
渾渾沌沌、終身不離。若彼知之、乃是離之。无問其名、无闚其情、物固自生。
 
 
 
 
 
 
 
〔莊子
 
外篇
 
在宥〕
 
５０
 特
、亂也。一曰治也。一曰不絶也。从言絲。
 
〔説文解字注
 
三篇上〕
 
四 
六
245
